
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題

事業の効果

目的・目標

事業の特徴

・全国に比して女性の労働力率が高い。
・現在は職に就いていなくても就業を希望する女性が多く、２５歳
から４９歳までの年代では、就業者と就業希望者の合計が女性
全体の９割を占める。
・管理的職業従事者に占める女性の割合は全国平均よりも低い。

■女性活躍応援事業
①働く女性の交流会・・・自身の働き方について考えるとともに、様々
な業種の方との交流によりネットワークを作ることを目的に講座を
開催。
②個別相談会・・・再就業を目指す女性のための個別相談会。
県が行う就業支援セミナーと連携して開催。

■女性活躍応援事業
①働く女性の交流会・・・交流会の参加者アンケートによると、イベ
ントの満足度について「大変よかった」「よかった」と回答した参加
者は９３．１％であった。また「価値観の違いを認めたうえで人と関
わる大切さを感じた」や「コミュニケーションの大切さを感じた」など
の回答があり、働くうえであったり日常生活において役立つスキル
を学べたと感じた方が一定数いたと考えられる。
②個別相談会・・・参加者アンケートで「とても参考になった」「参考
になった」と回答した参加者が１００%であった。「現状を話すことで
自分の中で整理がつきました。今後のステップが1つ動けそうで
す。」など、この相談会を通じて、前向きな気持ちになれたという意
見を得ることができた。

・新潟市ＷＬＢ・女性活躍推進協議会
・公益財団法人新潟県女性財団

・働くことを希望する女性がすべて働けるよう、働く女性・働きたい
女性を多方面から支援し、２０２５年度までに２５～４４歳女性の有
業率８５％を目指す。

■女性活躍応援事業
①働く女性の交流会・・・キャリアアップの意識が薄い人でも気軽に
参加できるような企画と講座内容の検討が必要
②個別相談会・・・労働局等、他の公的機関等と連携し集客を行う
など、効果的な実施方法を検討することが必要

女性活躍応援事業 【新潟市】
個別事業費 ７５４ 千円

交付金額 ３７７ 千円

事業番号 １



事業の概要

１．働く女性の交流会

■日時 令和６年２月３日（土）

■場所 ＪＲ新潟駅直結CoCoLo南館内

シェアスペース「MOYO Re:」

■参加者 新潟市内在住の働く女性 ３０名

■内容

仕事も自分も充実させる整理・時短術

・【実践式】整理・時短術

・【思考式】整理・時短術

・ランチ交流会

■参加者の感想

・価値観の違いを認めたうえで人と関わる大切さを感じた。

・コミュニケーションの大切さを感じた。

・時間の使い方を知ることができた。

２．再就業を目指す女性のための個別相談会

■日時 令和５年１２月１２日、１３日、１４日、１５日、１６日

■場所 新潟県女性センター 女性団体交流室

■参加者 これから再就職やもっと違う働き方を考えたい女性

１６名

■内容 再就職に向けたキャリアコンサルタント、

ファイナンシャルプランナーによる個別相談

■参加者の感想

・具体的な内容が分かってよかった。

・現状を話すことで自分の中で整理がつきました。

今後のステップが１つ動けそうです。

・ハローワークや職業訓練の知識が得られました。


